
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 

小山鉄郎 T E T S U R O  K O Y A M A 

 １９４９年、群馬県生まれ。７３年、共同通信社入社。横浜支局、社

会部を経て、文化部で文芸などを担当。２００２年から編集委員。イ

ンタビューをあまり受けないことで知られる村上春樹氏への単独イン

タビューを重ね、文芸ジャーナリズムの新たな道を切り開いたことや、

白川静氏に直接学び、漢字の体系的な紹介に努めたことなどで１３

年、日本記者クラブ賞を受賞した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１/２９(土) １４：００～１５：３０ 

徳島県立文学書道館 １階ギャラリー 

聴 講 無 料（要申込・先着２００名） 

徳島県立

文学書道

館 秋の

文学講演

会Ⅱ 

四 

と

 

樹 春 
上 村 

徳 島 県 立 文 学 書 道 館  秋 の 文 学 講 演 会 Ⅱ 

～「ノルウェイの森」などをめぐって～ 

SHIKOKU 

HARUKI 

MURAKAMI 
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徳島県立文学書道館 
〒770-0807 徳島市中前川町 2-22-1 

TEL 088-625-7485／FAX 088-625-7540 

◆お申込方法 

往復ハガキ（１枚につき１名様有効）に、① 

「小山鉄郎講演会希望」② 郵便番号③ 住所

④ 氏名（ふりがな）⑤ 電話番号⑥ 年齢 を

明記して、郵送してください。 

当館１階受付でも、お申し込みいただけます。 

小 山 鉄 郎 さ ん と 村 上 春 樹 さ ん 

 

前のベストセラーとなった村上春樹さんの小説『ノルウェイの森』（１９８７年）。その

刊行直後、小山鉄郎さんが唯一のインタビュアーとなった。 

その後も四国を舞台にした『海辺のカフカ』（２００２年）刊行時や、『１Q８４』を執筆中の

村上さんにも長いインタビューを敢行。このほか『世界の終りとハードボイルド・ワンダーラ

ンド』（１９８５年）、『ダンス・ダンス・ダンス』（８８年）刊行時など、計８回にわたって村上さ

んにインタビューしている。それらの成果をもとに、２００８年から翌年にかけて「風の歌 村

上春樹の物語世界」（計５１回）を新聞連載した。 

著書に『村上春樹を読みつくす』（講談社現代新書）、『空想読解 なるほど、村上春

樹』（共同通信社）、さらに今年１１月に『村上春樹を読む午後』（文藝春秋）を刊行。ほ

かに『白川静さんに学ぶ 漢字は楽しい』、『白川静さんに学ぶ 漢字は怖い』（共同通信

社、新潮文庫）などがある。 

 

◆ACCESS（JR 徳島駅から） 

徒歩…１５分 

JR 徳島駅西側のﾎﾟｯﾎﾟ街を抜けて右折します。 

踏切と助任川を越えて、３つ目の信号交差点を

右折して約３００ｍ。 

バス 

徳島市営バス 

７番乗り場「川内循環線（右回り）」に乗車。「吉

野本町２丁目」で下車し、徒歩で約５分。 

徳島バス 

２番乗り場「前川経由」に乗車。「吉野本町２丁

目」で下車し、徒歩で約５分。 

タクシー・自動車…約５分 

国道１９２号線、藍場町交差点を北進。助任川

を渡り、４つ目の信号を右折して約３００ｍ先。

当館北側に駐車場があります。 

空 

言 の 葉 ミ ュ ー ジ ア ム 

１９８７年 講談社 ２０１０年 講談社現代新書 ２０１２年 共同通信社 


